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目的：　　道徳性の形成には子どもを取り巻く生活環境が大きく影響する。基本的な生活
-

の場である家庭にはＴＶがあり、子どもはＴＶから日常的に多種多様な情報を得て育つ。

ＴＶから送信される映像を伴うメッセージは言葉のわからない幼児にはもっとも訴求力が

強く、具体的な行動モデルとして子どもに作用し、イメージを定着させる。幼児期からの

継続的なＴＶメッセージの受容は一体、子どもの道徳性の形成にどのような影響を与えて

いるのだろうか。本研究では道徳性を子どもの道徳的判断力から考察する。

方法：　　昭和58年10月以来、三人の幼児を対象にＴＶ視聴行動と生活行動について参与
一

観察、母親に対するイｙタビュー調査、母親による行動記録、等々を継続的に実施してい

る。　この縦断的研究をもとに、対象児が幼稚園終了時点と小学校の一学期終了時点で実施

した道徳検査の結果、及び、性格検査、知能検査の結果を本研究のデータとする。

結果：　　ＴＶ依存度のそれほど高くないＢ子(姉、神経質傾向）、Ｃ子（二人の兄）と
一

もに判断傾向については女子の平均にほぼ近い結果がみられたか、判断力については一学

期終了時点てＢ子が平均より低い。Ａ君（一人っ子、T V 依存度高い）は幼稚園終了時点

では、他律的判断傾向、積極的判断傾向か強く、一学期終了時点で他律的判断傾向がさら

に増加し、積極的判断傾向か減少。判断力についてはほぼ平均になるという結果であった
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　目的：現在, わが国・人a it齢化a急｡速かっ冷水譲に追行していI,。しかし、高齢化の

進i友合は、乾域間、産業構造間に大､さな偏在姓ぴ^してお')、各地区の実態に即した対

応が疸られI 、ヒ同時に高齢者ヤ向毛期の人々r< if r･なく、今年層ヵヽらのÅい年ix にわ

たる対策か叫要ヒな、てくI.本研包は、南齢化進度や泉業構造を｡趨々にI にする官崎県

下の6 秀町村8 地K を選定し、6り歳以上の高齢者およI/:"20～叫鳶ダ）滅人Aの両者£対象に

地区特漉に応じμ冷i齢社合の宋庭生活･ 生活遭座のあり方について調査珊紀り了 ■7代。
　方法: 調査は鋼査票色片い卜各I れ人による留－式調査泌。誦を期間It ＼<{U年12目へり

n 年I 月. '対象がいよ噛済々（高齢化卑q､叫一II J6年千肖現在－、商渚柳区、旧市僻E、

新興団地）、七卿村( 20､: y.、J^村地E.)、I'i *町り3、｜牡n作堆E ）、§ %町り3､6

･/･、水田地E. ）、須木君（爪埓･、山村地E )、南舛町（13､7 ･/.、漁業北区）。調査対象
者I*ふ地E. I

　紬果：本報r は健康ヒ今護みよび家庭生活I- つぃ7 の誦査糾景s 報をする。健集状態で｀

は良好とする人r加く北区差も小さい。参嫂港･ やヽ鏝渚希望に･よ明らヵヽな概差おヽみいれ十

岐*- 中I＼JヒV つ7いる. 四乙偶1に期待すト

の期吟は南外考、農ム漁村脚、キ樋吋

却に曳莱手伝いの辛t-'嵩むしれ。宋族。-? きあいヤ鳶親の世話μつぃ7 は此E 美ダ大をく、
農'^ 漁ｵ寸やめ南外奮に親審な関係と望む人が徊ヽのに対し、郡市聯でぽ応募的距艇iJいヽ

へ関係がちtまれている。成人濁にも同夜川頃向*-- りられるグふ体にやぞ奇々型に近い。


